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　飼料用米栽培では専用品種等を用いて多収栽培をす

る場合、コストを考慮に入れ、目標収量に見合った施

肥をする必要があります。特にホールクロップサイ

レージ（WCS）栽培では、ケイ酸をはじめとする土

壌養分の持ち出し量が多いため、定期的に土壌診断を

行い、不足分を補う必要があります。

　国の食料・農業・農村基本計画では、平成 32 年度

の飼料用米の生産量を現在（平成 26 年現在）の約

33 万トンから 70 万トンへ増加させる目標を定めて

います。

　JA 全農では、平成 27 年度産の飼料用米の生産目

標を 60 万トンに定めています。政策や主食用米の価

格によって年次変動はありますが、飼料用米の作付面

積は青森、山形、岩手、栃木などで多くなっています。

また、発酵粗飼料（WCS）作付面積も九州を中心に年々、

増加しています。

飼料用米の省力・低コスト施肥

飼料用米栽培の現状

○飼料用米および発酵粗飼料（WCS）作付面積の推移

出典：農林水産省・飼料をめぐる情勢（平成26年11月）
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　　　　　　 具体的な効果

労働費（代かき、育苗）が低減可、物財費は
慣行と同等

種苗費、培土費が低減可

P16「省力・低コスト施肥」の項を参照

いもち病抵抗性品種などを導入する

収穫時期を遅らせることができる地域では、
立毛乾燥を検討
専用サイロビンで保管、飼料工場までバラ
配送

飼料用米生産・流通のコスト削減策
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JAグループがお奨めする省力低コスト施肥技術ガイド

本技術のお問い合わせ先　JA全農　肥料農薬部　技術対策課　TEL.03-6271-8291

　JA 加美よつばでは全農みやぎ、北日本くみあ

い飼料㈱、平田牧場、生活クラブと連携し、飼料

用米の生産振興をはかっている。平成 24 年には、

約1,600トン（玄米）の処理能力を持つ国内初の

飼料用米専用カントリーエレベーターを設置した。

　飼料用米の生産にあたっては、生産コストの削

減が欠かせないが、多肥栽培となるため肥料コス

トの削減が強く求められる。そこで、当JAでは古

川農業試験場で開発された「尿素溶液の流し込み

施肥法」の普及を開始した。平成 26 年に試験的

に導入したある営農組合（飼料用米栽培 9ha 以

上）では、試験圃場に加え、他の圃場でも流し込

み施肥を実施し、増収効果があることを確認して

いる。

　今後は栽培研修会等でこの省力・低コストな施

肥法を紹介して普及を推進し、単収増加、農家の

収益向上をはかっていく予定である。

導入事例

尿素溶液の流し込み施肥法で飼料用米生産の低コスト化を
～飼料用米栽培の先進地で導入検討～

JA加美よつば（宮城県）

日本農業新聞　（平成26年7月31日付）

飼料用米の省力・低コスト施肥


